
議 事録

会議 名 金 属・セ ラ ミ ッ ク ス 技 術委 員 会

（ 年度第 回）

主催者 電気 学会

日 時 平成 年 月 日

～

場 所 日本交通協 会第 会議

室（ 東京 ）

出席者 一 瀬（ 電中研）、岩城（ 日立）、下 山（ 東大）、石渡（ 東芝）、木村（ 古河 ）

【 提出資料】

１ ） 前回議 事録

２ ） ０ ２ ２ ５ － １ ：平成 年度 金 属・セ ラ ミ ッ ク ス 技 術委 員 会活動計 画

３ ） ０ ２ ２ ５ － ２ ：平成 年度金 属・セ ラ ミ ッ ク ス 技 術委 員 会分掌

４ ） ０ ２ ２ ５ － ３ ：平成 年度電気 学会全国 大会シ ンポ ジ ウ ム 講演日程別セ ッ シ ョ ン

一 覧

５ ） ０ ２ ２ ５ － ４ ：平成 年度東京 支部連合研究 会開催協 力依頼文書

６ ） ０ ２ ２ ５ － ５ ：技 術報告 書推薦依頼文書

７ ） ０ ２ ２ ５ － ６ ：「 技 術報告 執筆の 手引 き 」 の 一 部改正案

８ ） ０ ２ ２ ５ － ７ ：「 研究 会の 活性化 に 関 す る 部門で の 意 見：未集約、討議 中」 資料

９ ） ０ ２ ２ ５ － ８ ：Ａ 部門編集委 員 の 推薦依頼文書

【 議 事】

（ ） 前回 の 議 事録の 確認

（ 2）（ 資料０ ２ ２ ５ － １ ：一 瀬委 員 長）

平成２ １ 年度の 活動計 画に つ い て

技 術委 員 会は 、６ 月、９ 月、１ ２ 月、３ 月の ４ 回実施予定。

見学会は 、見送り 。

研究 会は 、超電導関 連テ ー マ で ３ 月ご ろ 。共 催も 視野に 入れ る べ き 。但し 、電気 学会の

研究 会は 若手の 育 成と 意 味も あり 、発表の 表彰制度も ある 。ま た 、他学会と の 敷居 が 高い 。

（ 参照；資料０ ２ ２ ５ － ７ ）

技 術会合も 趣旨に 合うが 、ト ラ イ し て み る 価 値は ある だ ろ う。

金 属学会、応 用物理学会、低温 工学・超電導学会など 。時期的に 学生で あれ ば 、修士論

文の 手直し で 済む の で 参加 し や す い だ ろ う。

調査専門委 員 会は 、「 熱電変換素子関 連」 を 計 画し た が 、見送り と す る 。予定し て い た

委 員 長候補の 先生が 定年後、「 熱電学会」 を 退会し 、委 員 長候補が 不在と なっ た こと が 大き
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な理由で ある 。代わ り の 委 員 長候補が 見つ か る ま で 、設立は 見合わ せと す る 。

技 術レビ ュ ー ：委 員 長が 作成、ア ッ プ し て い く 。

技 術会合：調査専門委 員 会が 終了し た と き に 開催す る 。学会と し て は 、フ ォー ラ ム 開催

を 推進し て い る 。前回の フ ォー ラ ム は 成功し て 、黒 字と なっ た 。

資料０ ２ ２ ５ － ３

全国 大会シ ンポ ジ ウ ム は 、 月に ま で 企画を 決め れ ば よ い が 、き ち ん と し た 企画作り が

必要で ある 。

次回は 、明治大学で 実施す る の で 、地域 に あっ た テ ー マ 、先生を 選ぶ こと が 必要と なる 。

た だ き 台を 事務局 （ 担当；岩城委 員 、木村幹事） で 作成、次回提案 す る 。

資料０ ２ ２ ５ － ４

東京 支部連合会は 見送る 。

資料０ ２ ２ ５ － ２ ：委 員 の 分掌に つ い て

平成 年度と 年度で 、原則体制は 変更し ない こと と す る 。

資料０ ２ ２ ５ － ９ ；編集委 員 の 交代に つ い て

今ま で 高木委 員 に お 願 い し て い た が 、編集委 員 の 再任は 妨げない の で 、高木委 員 に 再度お

願 い す る こと で ご 了解い た だ い た 。

そ の 他

各委 員 の 所属の ア ド レス を 再確認す る こと 。

以上
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